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誰
が
次
期
大
統
領
に
な
る
か
、
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
国
は

な
い
。
ト
ラ
ン
プ
と
バ
イ
デ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
観
の
相

違
は
今
後
の
国
際
関
係
の
動
向
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
。

そ
の
一
方
で
、
誰
が
米
大
統
領
に
な
ろ
う
と
中
長
期
的
に
は
「
ア
メ

リ
カ
の
世
紀
」
の
絶
頂
期
を
過
ぎ
た
構
造
変
化
に
米
外
交
は
影
響
を

受
け
る
。
し
か
し
、
短
期
的
に
は
「
ア
メ
リ
カ
の
世
紀
」
は
終
わ
っ

て
お
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
、
経
済
力
、
技
術
力
の
相
対
的
優

位
性
は
当
面
続
く
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
、
と
り
わ
け
地
球
環

境
問
題
を
等
閑
視
し
て
き
た
。
地
球
温
暖
化
に
懐
疑
的
な
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
四
日
に
パ
リ
協
定
離
脱
手
続
を
開

始
し
、
一
年
後
の
大
統
領
選
挙
翌
日
に
同
協
定
を
離
脱
す
る
日
程
を

組
ん
だ
。
バ
イ
デ
ン
候
補
が
大
統
領
選
挙
に
勝
利
す
れ
ば
、
パ
リ
協

定
に
復
帰
す
る
。
米
中
協
力
で
合
意
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
る
パ
リ
協

定
は
、
今
後
の
米
中
関
係
に
と
っ
て
も
重
要
な
外
交
課
題
で
あ
る
。

　

パ
リ
協
定
運
用
開
始
に
向
け
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）、

生
物
多
様
性
条
約
の
ポ
ス
ト
愛
知
目
標
を
決
め
る
昆
明
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
15
）、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
な
ど
、

二
〇
二
〇
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
一
連
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー

を
め
ぐ
る
重
要
会
議
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ—

19
の
拡
大
で
延
期
さ
れ
、
米

国
際
基
督
教
大
学
教
授

毛
利
勝
彦

ト
ラ
ン
プ
と
バ
イ
デ
ン
、
両
者
の
行
動
原
理
は
、

孤
立
主
義
と
介
入
主
義
が
一
体
の
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
の

振
り
子
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
一
方
で
、

自
治
体
や
企
業
、
市
民
社
会
が
ア
イ
デ
ア
を
元
に
進
め
る

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
的
枠
組
み
が
注
目
さ
れ
る
。

も
う
り　

か
つ
ひ
こ　

横
浜
市
立
大
学
卒
。

一
九
九
四
年
カ
ナ
ダ
・
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
大
学

院
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士（
政

治
学
）。
国
際
大
学
大
学
院
講
師
、
横
浜
市

立
大
学
助
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に

『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
世
紀
』
な
ど
。

米
大
統
領
選
挙
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・イ
シ
ュ
ー
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大
統
領
選
挙
の
結
果
を
待
つ
形
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ト

ラ
ン
プ
と
バ
イ
デ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
観
の
相
違
点
を
個

人
レ
ベ
ル
で
比
較
し
、
大
統
領
選
挙
の
国
家
レ
ベ
ル
で
の
影
響
と
国

際
社
会
レ
ベ
ル
で
の
含
意
を
考
察
す
る
。

ト
ラ
ン
プ
と
バ
イ
デ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
観

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
外
交
は
、
バ
イ
デ
ン
が
副
大
統
領
を
務
め
た
オ

バ
マ
政
権
の
外
交
政
策
へ
の
反
発
と
し
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
。
オ
バ

マ
外
交
が
と
っ
た
「
核
な
き
世
界
」
に
向
け
た
イ
ラ
ン
核
合
意
と
北

朝
鮮
へ
の
戦
略
的
忍
耐
、
中
国
と
の
相
互
尊
重
と
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
協

力
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
や
北
米
自
由
貿
易

協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
推
進
、パ
リ
協
定
の
推
進
な
ど
に
対
し
て
、

ト
ラ
ン
プ
外
交
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
全
廃
条
約
破
棄
、
対
イ
ラ
ン
制
裁
、
米
朝

サ
ミ
ッ
ト
開
催
、
対
中
貿
易
対
立
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
離
脱
と
Ｎ
Ａ
Ｆ

Ｔ
Ａ
の
見
直
し
、
ユ
ネ
ス
コ
、
パ
リ
協
定
、
国
連
人
権
理
事
会
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
か
ら
の
脱
退
な
ど
、
対
照
的
な
態
度
を
と
っ
た
。
イ
ラ
ク
問
題

な
ど
ブ
ッ
シ
ュ
外
交
へ
の
批
判
の
上
に
オ
バ
マ
外
交
が
展
開
さ
れ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
バ
イ
デ
ン
候
補
が
ト
ラ
ン
プ
外
交
へ
の
批
判
と

オ
バ
マ
外
交
へ
の
回
帰
（
な
い
し
は
そ
れ
以
上
）
に
向
か
う
二
大
政

党
制
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。
し
か
し
、
核
兵
器

禁
止
条
約
の
不
参
加
、Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
Ｇ
７
を
中
心
と
す
る
外
交
政
策
、

生
物
多
様
性
条
約
へ
の
不
参
加
な
ど
、
政
権
交
代
し
て
も
さ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
継
続
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
と
バ
イ
デ
ン
両
候
補
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。

個
人
の
信
条
や
経
歴
、
人
格
形
成
に
お
け
る
家
族
・
社
会
環
境
な
ど

の
影
響
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、ト
ラ
ン
プ
候
補
の
「
ア
メ
リ
カ
・

フ
ァ
ー
ス
ト
」
に
し
て
も
バ
イ
デ
ン
候
補
の
「
ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・

ベ
タ
ー
」
に
し
て
も
、
孤
立
主
義
と
介
入
主
義
と
が
一
体
と
な
っ
た

「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
源
流
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
入
江
昭
に

よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
外
交
思
想
の
源
流
は
、
建
国
時
に
外
交
分
野
で

の
連
邦
政
府
権
力
を
重
視
し
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
か

ら
勢
力
均
衡
に
よ
る
棍
棒
外
交
を
展
開
し
た
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
に
至
る
流
れ
と
、
経
済
分
野
で
連
邦
政
府
権
力
を
限
定
し
よ
う

と
し
た
自
由
主
義
者
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
か
ら
海
外
と
の

貿
易
投
資
を
拡
大
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
フ
ト
の
ド
ル
外
交
に
至
る

流
れ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
潮
流
を
民
族
自
決
、
民
主
主
義
に

よ
る
平
和
、
商
業
に
よ
る
平
和
、
集
団
安
保
に
よ
る
平
和
と
し
て
統

合
し
た
の
が
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
だ
っ
た
。

　

ル
イ
ス
・
ハ
ー
ツ
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由
主
義
は
封
建
的

伝
統
を
持
た
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
は
二
つ
の
「
自
由
の
女
神
」
が
あ

る
。
建
国
一
〇
〇
周
年
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
贈
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
自
由
の
女
神
は
、
絶
対
主
義
王
制
か
ら
の
「
解
放
（
リ
バ
テ
ィ
）」
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の
象
徴
だ
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
連
邦
議
事
堂
ド
ー
ム
の
自
由
の

女
神
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
「
自
由
（
フ
リ
ー
ダ
ム
）」
と
平
等
の
象

徴
で
あ
る
。
Ｂ
Ｌ
Ｍ
抗
議
活
動
が
続
く
よ
う
に
、
生
ま
れ
な
が
ら
の

平
等
は
虚
構
で
あ
る
が
、「
解
放
」
と
「
自
由
」
の
認
識
の
違
い
に

由
来
す
る
、
二
〇
世
紀
に
い
き
な
り
国
際
政
治
の
舞
台
に
立
っ
た
ア

メ
リ
カ
の
絶
対
的
な
国
民
的
道
徳
は
「
異
質
的
で
外
国
的
（
エ
イ
リ

ア
ン
的
）
な
も
の
」
か
ら
逃
避
す
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
れ
を

変
革
し
に
か
か
る
と
い
う
も
の
だ
。
国
際
連
盟
も
、
包
括
的
核
実
験

禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
も
、生
物
多
様
性
条
約
も
、京
都
議
定
書
も
、

パ
リ
協
定
も
、
ア
メ
リ
カ
が
自
ら
変
革
し
、
自
ら
逃
避
し
た
。
ト
ラ

ン
プ
の
孤
立
主
義
的
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
も
バ
イ
デ
ン
の
ウ
ィ
ル

ソ
ン
主
義
的
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
も
、
共
和
党
と
民
主
党
が
共
有

す
る
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
外
交
の
同
じ
振
り
子
な
の
で
あ
ろ
う
。

大
統
領
選
挙
の
ア
メ
リ
カ
社
会
へ
の
影
響

　

米
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
選
挙
人
団
制
度
は
、
ア
ル
・
ゴ
ア
候
補

や
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
候
補
が
経
験
し
た
よ
う
に
、
一
般
得
票

数
が
対
立
候
補
を
上
回
っ
て
も
選
挙
人
投
票
で
敗
北
し
か
ね
な
い
。

民
主
党
が
優
位
な
州
を
中
心
に
、
選
挙
人
団
制
度
を
改
革
・
廃
止
す

る
運
動
は
あ
る
が
、
現
状
で
は
と
り
わ
け
ラ
ス
ト
・
ベ
ル
ト
地
帯
の

接
戦
州
（
ス
イ
ン
グ
・
ス
テ
ー
ト
）
の
動
向
に
勝
敗
が
か
か
る
。

　

ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ス
が「
ア
メ
リ
カ
の
世
紀
」論
文（
一
九
四
一
年
）

に
お
い
て
米
覇
権
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
提
唱
し
た
際
、
経
済
、
技

術
、
人
道
支
援
、
正
義
と
い
う
四
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
た
。
五
大

湖
周
辺
の
鉄
鋼
、
石
炭
、
自
動
車
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
重
化
学
工

業
地
帯
が
ま
さ
に
経
済
力
、
技
術
力
の
拠
点
だ
っ
た
。
そ
れ
は
一
言

で
い
え
ば
、
分
業
の
科
学
的
管
理
に
よ
る
テ
イ
ラ
ー
イ
ズ
ム
に
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
た
「
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
」
に
よ
る
生
産
様
式

と
生
活
様
式
だ
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
が
生
じ
た
。

大
量
消
費
は
、
労
働
者
へ
の
所
得
向
上
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉

国
家
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
。
大
量
廃
棄
・
大
量
排
出
は
、
水
質
汚

濁
、
大
気
汚
染
、
酸
性
雨
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
、
生
物
多
様
性
の
損
失
、

気
候
変
動
な
ど
自
然
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し
た
。
国
内
の
公
害
問
題

は
排
出
基
準
や
環
境
基
準
の
規
制
強
化
に
よ
っ
て
越
境
し
、
世
界
的

な
地
球
環
境
問
題
と
な
っ
た
。

　

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
生
産
シ
ス
テ
ム
や
リ
ー
ン
生
産
方
式
と
い
っ
た
ポ

ス
ト
・
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
の
生
産
様
式
が
主
流
と
な
っ
た
今
日
に
お

い
て
、
両
候
補
が
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
地
帯
の
労
働
者
に
向
け
て
、
説
得

力
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
雇
用
再
生
策
を
ど
う
伝
え
る
か
に
勝
敗
が

か
か
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
候
補
は
、
中
国
に
生
産
拠
点
を
移
転
さ

せ
た
企
業
の
米
国
回
帰
を
促
す
減
税
政
策
に
よ
っ
て
雇
用
創
出
を
目
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指
す
。
バ
イ
デ
ン
候
補
も
中
国
に
依
存
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

見
直
し
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
や
Ｅ
Ｖ
な
ど
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
雇
用
創
出
を
目
指
す
。
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
時
代
の
水

平
分
業
の
限
界
が
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
時
代
の
垂
直
分
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
内

在
す
る
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
の
残
滓
を
超
克
し
な
け
れ
ば
、「
ア
メ
リ

カ
の
世
紀
」
は
早
晩
終
焉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

国
際
社
会
か
ら
み
た
大
統
領
選
挙
の
含
意

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
危
機
は
、
気
候
変
動
危
機
や
経
済
・
雇
用
危
機
と

複
合
す
る
形
で
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー

を
統
治
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
危
機
と
言
っ
て
も
よ
い
。
危
機
後
の
世

界
の
「
新
し
い
常
態
」
に
つ
い
て
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国

連
事
務
総
長
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ—

19
以
前
の
世
界
が
ノ
ー
マ
ル
と
か

け
離
れ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
警
告
す
る
。
格

差
拡
大
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
、
賃
金
停
滞
、
気
候
変
動
な
ど
、
ど
れ

も
が
ノ
ー
マ
ル
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。給
与
に
対
し
て
で
は
な
く
、

炭
素
排
出
に
対
し
て
こ
そ
課
税
す
べ
き
で
あ
る
と
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ

バ
リ
ー
論
者
は
主
張
す
る
。
国
連
事
務
総
長
の「
軍
縮
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」

（
二
〇
一
八
年
）
が
提
唱
し
た
よ
う
に
、
軍
縮
を
地
球
規
模
の
平
和

と
持
続
可
能
な
開
発
に
結
び
つ
け
る
国
際
協
調
路
線
を
ア
メ
リ
カ
の

人
々
は
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
に
よ
る
多
国

間
主
義
か
ら
の
撤
退
の
空
白
は
、
中
国
が
埋
め
る
形
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
、
世
界
金
融
危
機
に
よ
っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン

サ
ス
に
陰
り
が
見
え
た
よ
う
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ—

19
危
機
後
に
は
北

京
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
揺
ら
ぐ
か
も
し
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
地
球
環

境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
動
き
や
中
国
と
の
関
連

だ
け
で
判
断
す
る
の
は
本
質
を
見
誤
り
か
ね
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
パ
リ
協
定
の
離
脱
を
決
め
て
も
全
米
五
〇
州
の
う
ち
二
五
州
の
知

事
（
共
和
党
州
知
事
を
含
む
）
と
四
六
〇
都
市
以
上
の
市
長
が
パ
リ

協
定
順
守
を
表
明
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
多
国
間
主
義
か
ら
逃
避

し
て
も
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
い
う
グ
ロ
ー
バ

ル
目
標
の
ア
イ
デ
ア
に
共
鳴
し
て
、
こ
れ
を
推
進
す
る
多
く
の
ア
メ

リ
カ
企
業
や
市
民
社
会
組
織
が
存
在
す
る
。

　

外
交
政
策
を
説
明
す
る
最
近
の
枠
組
み
に
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の

要
因
に
国
内
政
治
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ

ア
リ
ズ
ム
と
、
ア
イ
デ
ア
の
力
を
組
み
込
ん
だ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ

ヴ
ィ
ズ
ム
と
が
あ
る
。
ど
ち
ら
の
候
補
が
当
選
し
て
も
大
統
領
選
挙

後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
の
行
方
を
見
極
め
る
に
は
、
ア
メ
リ

カ
の
国
内
要
因
や
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
の

浸
透
を
注
視
し
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
●




